
No. 業務 事業名 区分 事業概要 担当課名

1 事業 若者の期日前投票立会人募集 継続

・若い世代の選挙や政治への関心を深めることを目的に、
　若者の期日前投票立会人を募集している。
・本事業の周知を図るため、関西医療大学・大阪体育大学・
　大阪観光大学へ、チラシの配架及びポスターの掲示を
　依頼する。

選挙管理委員会
（総務部総務

課）

2 事業
環境美化強調月間・路上喫煙
禁止街頭啓発キャンペーンへ
の学生のボランティア参加

継続

・環境美化強調月間・路上喫煙禁止街頭啓発キャンペーンへ
　の学生のボランティア参加
第1回　令和8年5月7日　予定
第2回　令和8年11月　予定

環境課

3 事業 各大学における献血の実施 継続
・若年層の献血者が減少しているなか、献血に対する理解と　
　協力を学生等に呼びかけ、普及・啓発を図る。

健康・いきいき
高齢課

4 事業
自殺対策「こころの体温計」
周知チラシの配布

継続

・学生の自殺を防止するため、悩みや問題を抱える学生が
　気軽に自身のメンタルチェックを行い、専門の相談機関
　などへ相談できるよう支援するためのツールである、
　メンタルチェックシステム「こころの体温計」・
　「こころの相談窓口」周知チラシを配布する。

健康・いきいき
高齢課

5 事業 各大学との防災協定について 継続
・災害発生時において、町と大学が相互に協力し、応急対策
　を行うことをもって地域住民の安全安心に資することを
　目的とした防災協定（令和元年12月1日締結）を継続する。

自治・防災課

6 事業
学生食堂等におけるくまコロ
（熊取コロッケ）の提供

継続
・里芋を使ったレシピで考案した「くまコロ（熊取コロッケ）」
　を、スポット的に学生食堂のメニューに加え提供しており、
　引き続きの利用に向けて依頼と調整を行う。

産業振興課

7 事業
第３３回町民文化祭と町内大
学祭のＰＲ

継続

・町民文化祭と町内大学の大学祭等の実施時期が近いことから、
　チラシ・プログラムの配布やポスター掲示、広報誌への案内
　掲載など連携してＰＲを行う。
・町民文化祭開催日（予定）
　令和8年11月7日、8日

・ＰＲ等実施時期
　令和8年9～10月

生涯学習推進課

町内大学連携・協力事業一覧（令和８年度予定）
関西医療大学（事業）



8 事業
各大学と町立図書館との連携
協力

継続

・図書の相互貸借
・大学図書館の町民への開放
・大学発行物の寄贈依頼
・出張利用登録　　など

図書館

9 事業
だんじり祭り清掃ボランティ
ア

継続

・町内大学の学生、くまとりにぎわい観光協会会員等から
　「だんじり清掃ボランティア」を募集し、本町との協働で、
　だんじり祭の駅前パレードで発生するごみの清掃を行う。
　また、そのごみを町が収集し処分を行う。
・開催日：令和8年10月11日

産業振興課

10 事業
「介護予防のまちづくり推進
（一般介護予防事業）」への
支援及び普及啓発協力

継続
・「住民運営の通いの場」（タピオステーション）への支援
　及び普及啓発。（保健看護学科の学生実習のフィールドと
　して参画。）

健康・いきいき
高齢課

11 事業
関西医療大学 はり灸・ス
ポーツトレーナー学科主催
『ひまわり健康教室』の実施

継続

・フレイル予防を目的とした各回にテーマを設定し、
　ニュースポーツ、筋力・認知機能トレーニング等を実施し、
　利用者間、学生との交流を図る。
・４月から１２月までの毎週木曜日に実施予定。
・午後２時10分から２時50分まで。
・担当：保健医療学部はり灸・スポーツトレーナー学科　
　　　　内田　靖之氏、中塚　さくら助手
・開催時期：４月から１２月までの毎週木曜日に、
　総合体育館又は町民グラウンドにて実施予定。

生涯学習推進課

12 事業 町公式LINE周知依頼 継続

・生徒・保護者に対して、町公式LINE周知用チラシ等を配布
　する。
・年度末頃の大学連絡会にて依頼予定

広報・未来戦略
課

13 事業 消費生活出前講座 継続
・大学生の消費生活での被害防止のために、大学生に対する
　消費生活啓発講座を開催するにあたっての学生参加に向けた
　周知と参加の働きかけを依頼する。

産業振興課

14 事業
南泉州リレーウォークで
の参加者への案内

継続

・学生によるイベント参加者への観光スポットの案内。
・到着後にウオーキングで疲れた足のほぐし方を教授いただく
　（フットケアを施していただく）
　開催日：令和9年3月13日

産業振興課

15 事業
子ども・子育て会議
部会への参加

継続

・計画の当事者である若者世代として「熊取町こども計画」の
　進捗等について、意見を述べる。
・開催日：未定（年１回予定）
・参加者：５０～６０名程度
　　　（子ども・子育て会議委員他）

・４部会に分かれてグループワーク形式で、子ども・子育て
　施策、若者支援施策について、議論する。

・開催日が決まり次第、各大学に学生の推薦（１～２名）を
　依頼する。

こども育成課


